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町有地法面崩落個所写真 

崩落個所１ 崩落個所２ 

崩落個所３ 崩落個所４ 

崩落個所５ 
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平成３０年度北海道道徳教育推進校事業 

（北海道教育委員会委託事業） 

 

１ 趣   旨 

    学習指導要領等の趣旨並びに児童生徒、学校、家庭及び地域等との実態を踏まえ、

創意工夫を生かした道徳教育の実践研究を行い、その成果を普及することにより、

道内の道徳教育の充実に資する。 

 

２ 推 進 校 

    江差町立江差小学校（北海道教育委員会より指定：檜山管内１校） 

 

３ 研究内容及び研究方法 

  （１）研究内容 

     ・道徳教育の全体計画及びその別葉、「特別の教科 道徳」の年間指導計画の改

善（教科用図書の位置付けを含む） 

     ・「考え、議論する道徳」への転換に向けた授業改善 

     ・「特別の教科 道徳」の評価の工夫 

  （２）研究方法 

     ・「特別の教科 道徳」の授業公開及び実践発表による管内への成果普及 

     ・学校全体で重点的に取り組む「道徳教育推進週間・月間」の実施 

     ・道徳教育に関わるアンケートの実施による事業の検証 

     ・「道徳教育に関する校内研修」の手引を活用した校内研修の実施 

     ・道徳教育に関わる先進事例の収集 

 

４ 委 託 期 間 

    平成３０年７月５日 ～ 平成３１年２月２８日 

 

５ 事 業 費 

    ２４９千円（先進校公開研究会参加旅費、公開研究会案内送料、消耗品等） 

      ※財源内訳（道委託金２４６千円、一般財源３千円） 
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土場鹿子舞東京公演支援事業資料 

 

１．事 業 名 称  ぼくたち、わたしたちのニッポンの祭り２０１８ 

         ～全国の子どもたちが未来に繋ぐ、ふるさとの芸能が大集合～ 

 

２．主 催  文化庁、公益社団法人 全日本郷土芸能協会 

 

３．開 催 日 時  平成３０年８月２０日（月）14:00～16:45 

 

４．会   場  日本青年館ホール（東京都新宿区） 

 

５．事業趣旨等  国の大切な文化遺産である日本各地の民俗芸能を伝承する子どもたち

が全国から集い、民俗芸能の披露を通して、広く一般の皆さんに民俗

芸能の重要性、力強さを認識していただき、地域の民俗芸能の保存振

興を図るとともに、地域の魅力創生と日本の文化遺産の素晴らしさを

発信することを趣旨とする。今回、土場鹿子舞は「東北・北海道ブロ

ック」の代表として出演する。 

 

６．出 演 団 体  ①東北・北海道ブロック 北海道 「土場鹿子舞」 土場鹿子舞保存会 

         ②関東ブロック 埼玉県 「南田島の足踊り」 南田島ちびっこ囃子連 

         ③近畿・東海・北陸ブロック 愛知県  

「野田雨乞笠おどり」 野田雨乞笠おどり保存会 

         ④中国・四国ブロック 島根県 「石見神楽」 高津神楽社中 

         ⑤九州・沖縄ブロック 長崎県 「チャンココ」 五島市立崎山中学校 

         ⑥復興支援枠１ 岩手県 「大宮神楽」 大宮神楽伝承保存会 

⑦復興支援枠２ 熊本県 「古閑の虎舞」 坂梨子ども会 

         ⑧在日の海外団体 東京都 

「インドの伝統芸能」 ｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰ・ﾅﾃｨｱﾑ・ｶﾝﾊﾟﾆｰ  全８団体 

 

７．派 遣 人 数  土場鹿子舞保存会１７名（うち小中高生７名） 

 

８．派 遣 経 費  会場までの交通費実費分は主催 

者が負担。派遣支援費として江 

差町民芸団体連絡協議会の規定 

に則り、日当分を町として負担 

する。 

 

９．補正予算額  ２０４千円 

                  （6,000 円／日×２日×17 名） 
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